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隔 月 発 行

　夏休みが終わり、４日に
は帰島５周年記念行事が開
催されます。実行委員会が

「ふれあい集会」方式で実
施することにこだわったこ
の行事に、多くの島民の参
加をお願いします。

【日時】　９月４日

　　　　午前 �0時 30 分より

【場所】　旧阿古小学校体育館

【次第】

・挨拶　村長 議長

・来賓祝辞　石原都知事

　　　　　　和田都議長

　　　　　　東京ボラ代表

・来賓紹介　電報紹介

・感謝の言葉　

　三宅高等学校 代表３名

・第二部　

　島民と招待者との交流会

　　　　（無料　飲食あり）

※５日に島内視察など

　

猛
暑
の
お
り
か
ら
、
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

今
年
の
夏
は
、
子
ど
も
た

ち
の
姿
が
多
く
見
受
け
ら

れ
、
桟
橋
で
は
子
ど
も
連
れ

の
家
族
が
下
船
し
て
い
ま
し

た
。
い
ま

ま
で

は
、

単
身
の
お

父
さ
ん
が

上

京

し
、

家
族
に
会

い
に
行
っ

た
も
の
で

す
。
ま
た

内
地
の
子
ど
も
た
ち
や
若
者

が
美
し
く
き
れ
い
な
三
宅
島

の
海
を
目
指
し
て
集
団
で
来

て
い
ま
す
。

　

三
宅
島
は
、
噴
火
・
地
震
、

台
風
な
ど
の
自
然
の
破
壊
力

に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ

れ
を
上
回
る
自
然
の
回
復
力

に
力
を
得
な
が
ら
噴
火
災
害

�0
年
、
帰
島
５
周
年
の
節
目

の
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の

５
年
間
は
「
安
全
」
確
保
の

災
害
復
旧
で
し
た
。　
　

　

こ
れ
か
ら
の
５
年
、
�0
年

の
先
の
島
づ
く
り
は
、
く
ら

し
の
「
安
心
」
と
産
業
の
「
再

生
・
復
興
」
で
す
。

　

人
工
透
析
機
設
置
は
「
安

心
」
島
づ
く
り
の
第
一
歩
で

す
。
ま
ず
設
置
場
所
の
整
備

の
予
算
計
上
を
求
め
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

三
宅
村
は
、
「
三
宅
島
帰

島
５
周
年
記
念　

感
謝
と
交

流
の
つ
ど
い
」
を
９
月
４
日

（
土
）
旧
阿
古
小
学
校
体
育

館
で
挙
行
し
ま
す
。
当
初
村

の
案
で
は
、
２
０
０
人
程
度

の
避
難
先
自
治
体
、
自
治
会
・

団
体
、
ふ
れ
あ
い
集
会
関
係

者
の
招
待
と
島
内
招
待
者
は

各
団
体
長
等
に
限
ら
れ
た
も

の
で
し
た
。

　

７
月
８
日
、
村
は
、
こ
の

事
業
に
係
る
意
見
交
換
会
を

避
難
先
団
体
代
表
、
各
自
治

会
、
各
経
済
団
体
で
開
催
。

元
三
宅
島
島
民
連
絡
会
の
佐

藤
会
長
、
有
馬
事
務
局
長
な

ど
運
営
委
員
、
地
域
三
宅
会

の
有
志
で
次
を
提
案
。
「
全

島
民
参
加
型
と
し
て
島
を
挙

げ
て
招
待
者
を
歓
迎
、
交
流

し
更
に
現
在
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

支
援
の
方
々
も
自
費
で
参
加

で
き
る
よ
う
に
し
て
、
今
後

の
三
宅
島
復
興
支
援
へ
の
弾

み
と
な
る
機
会
と
す
る
」
な

ど
避
難
中
の
「
ふ
れ
あ
い
集

会
」
方
式
で
旧
阿
古
小
グ
ラ

ン
ド
を
提
案
し
ま
し
た
。
基

本
的
に
は
、
こ
の
提
案
が
受

け
入
れ
ら
れ
実
行
委
員
会
で

検
討
、
決
ま
り
ま
し
た
。

　

積
極
的
に
参
加
し
よ
う
！

三宅島帰島５周年記念　
　　感謝と交流のつどい

帰島５周年記念事業　実行委員会名簿
浅沼　　昶　神着自治会長☆
池田　金好　伊豆自治会長
仁平　喜長　伊ケ谷自治会長
田中　康祺　阿古自治会長
寺本　恒夫　坪田自治会長
浅沼　　基　三宅商工会長

平松　一成　三宅森林組合長
桑村　健司　三宅社会福祉協議会★
佐藤　就之　住民代表
板倉　則子　住民代表
坂上幸一郎　住民代表★
菊地健一郎　三宅島連合青年団長★

事務局　政策推進室復興対策係　佐久間　浅沼　鬼海
☆…委員長　　★…副委員長          　　　　（順不同）

会
長
時
評 「ふれあい集会」方式にこだわった記念行事　

多くの島民の参加を

復
興
支
援
の
弾
み
に
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現
在
深
刻
な
の
は
、
高
齢

化
の
問
題
だ
。
島
に
は
、
噴

火
前
に
３
千
８
０
０
人
以
上

い
た
島
民
の
う
ち
未
だ
に
千

人
ほ
ど
が
戻
っ
て
い
な
い
。

避
難
前
は
28
％
台
だ
っ
た
高

齢
化
率
も
、
若
い
世
代
が
帰

ら
な
い
た
め
昨
年
は
36
％
台

に
な
り
、
独
居
者
の
孤
独
死

も
３
件
発
生
し
た
。

 

特
に
危
険
だ
と
思
わ
れ
る

の
は
、
急
斜
面
に
家
が
建

ち
高
齢
化
率
も
50
％
に
迫
る

伊
ヶ
谷
地
区
や
空
き
家
が
多

い
坪
田
地
区
な
ど
。
高
齢
者

の
一
人
暮
ら
し
が
多
い
伊
豆

地
区
が
危
険
だ
と
い
う
声
も

あ
る
。
携
帯
電
話
が
通
じ
な

い
地
域
も
あ
り
、
女
性
に
比

べ
引
き
こ
も
り
が
ち
な
男
性

の
高
齢
者
は
、
家
族
と
連
絡

が
と
れ
な
く
な
る
ケ
ー
ス
が

多
い
そ
う
だ
。

　

こ
の
状
況
に
対
し
、
村
で

は
現
在
１
ヵ
所
し
か
な
い

「
風
の
家
」
と
い
う
高
齢
者

サ
ロ
ン
を
５
ヵ
所
に
増
や
す

ほ
か
、
高
齢
者
の
全
戸
訪
問

調
査
を
す
る
計
画
を
立
て
て

い
る
が
、
具
体
的
に
動
き
出

し
て
い
な
い
。

　

三
宅
村
指
定

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
北

村

淑

子

さ

ん

は
、
「
孤
独
死

な
ど
の
危
険
が

あ
る
の
は
65
歳

以
上
の
高
齢
者

だ
け
で
な
く
、
60
歳
か
ら
64

歳
ま
で
の
人
で
す
」と
話
す
。

　

特
に
男
性
は
定
年
退
職
後

の
新
し
い
生
き
が
い

を
見
つ
け
る
の
が
難

し
く
、
ア
ル
コ
ー
ル

依
存
症
に
な
る
こ
と

が
多
い
。
島
民
間
の

交
流
が
減
っ
て
い
る

と
と
も
に
、
こ
の
年
代
へ
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
が
な

い
こ
と
が
問
題
だ
と
い
う
。

　

北
村
さ
ん
は
、
「
孤
独
死

を
減
ら
す
た
め
に
は
、
多
く

の
人
が
関
わ
れ
る
よ
う
に
地

域
で
情
報
交
換
を
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
が
、
個
人
情
報

の
保
護
な
ど
が
ネ
ッ
ク
に

な
っ
て
い
ま
す
」と
話
し
た
。

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
形
成
を

深
刻
化
す
る
独
居
者
の
孤
立
問
題

　三宅島の

状況を取材

してきた読

売新聞社会

部記者の平

しのさんは、「島民が抱える

問題が多様で、一丸となれな

いことが復興の妨げになっ

ている」と指摘する。三宅で

は、高濃度地区に家がある人

や観光業や農業、漁業関係者

など、それぞれに切実な問題

を抱えていて、お互いを理解

する余裕がないというのだ。

　その背景にあるのは災害

の長期化。それぞれの立場で

みんな頑張ってきたが、その

ような事態を予想していな

かったため、上記のような問

題への対応が遅れた。避難

中に復興への下地づくりが

もっとされていたらとも感

じるが、基本的には誰の責任

でもなく、災害を甘く見ない

というのが三宅島の教訓と

考えているそうだ。

　

噴
火
災
害
か
ら
10
年
目
の
三
宅
島
は
、
未
だ
に
多
く
の
問

題
を
抱
え
て
い
る
。
そ
の
一
つ
が
高
齢
化
の
問
題
で
、
65
歳

以
上
の
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人
た

ち
に
も
、
孤
独
死
な
ど
の
危
険
が
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う

な
問
題
の
解
決
に
は
、
島
民
が
相
互
理
解
を
す
る
中
で
一
丸

と
な
り
、
植
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
多
く
の
人
が
島
を
訪

れ
た
り
Ｉ
タ
ー
ン
の
若
者
が
い
た
り
す
る
な
ど
の
好
材
料
を

活
用
し
、
島
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
が
必
要
だ
。

ケアマネージャー 北村淑子さん

伊
ヶ
谷
地
区
で
は
高
齢
化
率
約
50
％
に

危ない 60 歳～ 64 歳

読売新聞　平　しのさん

「問題の多様化
　復興の妨げに」

活性化への取り組みを

伊豆の高齢者宅で清掃活動をする向上高校生（８月）

高齢者の現状を話す北村さん

孤独死など避けるために 
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三
宅
島
で
、
年
間
に
２
千

人
以
上
を
受
け
入
れ
て
い
る

の
が
、
火
山
ガ
ス
の
影
響
で

木
が
枯
れ
た
雄
山
の
緑
を
復

活
さ
せ
る
た
め
に
植
林
を
行

う
緑
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
。

　

緑
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

三
宅
村
森
林
組
合
事
務
長
の

守
屋
廣
次
さ
ん
が
始
め
た
も

の
。
避
難
中
に
島
民
の
雇
用

対
策
の
た
め
に
新
木
場
に
つ

く
っ
た
夢
農
園
で
、
帰
島
後

に
備
え
て
植
樹
用
の
木
の
苗

を
育
て
た
の
が
最
初
の
取
り

組
み
だ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
都
立
園
芸
高
校

に
苗
木
づ
く
り
を
頼
ん
だ
こ

と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
同

校
の
卒
業
生
が
帰
島
後
に

植
樹
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し

た
い
と
い
う
申
し
出
が
あ
っ

た
。
守
屋
さ
ん
は
、
同
校
の

卒
業
生
が
設
立
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ

の
園
芸
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー

と

協

力

し
て
、
避

難
指
示
が

解
除
さ
れ

て
か
ら
わ

ず
か
４
ヵ

月

後

の

２
０
０
５

年
６
月
に
、
同
校
生
徒
や

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
卒
業
生
な
ど
約

１
０
０
人
を
受
け
入
れ
た
。

　

こ
の
様
子
が
マ
ス
コ
ミ
に

取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
応
募
の
問
い
合
わ
せ
が

　

森
林
組
合
事
務
長
の
守
屋

廣
次
さ
ん
は
、
緑
化
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
を
始
め

た
理
由
を
、
「
多
く
の
人
が

島
を
訪
れ
る
こ
と
が
、
よ
り

早
く
島
を
復
興
さ
せ
る
こ
と

に
繋
が
る
と
思
っ
た
か
ら
」

50
年
あ
れ
ば
山
の
緑
は
戻
る

の
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
あ

る
意
味
自
己
満
足
」
と
話
す

守
屋
さ
ん
。
し
か
し
、
「
木

を
植
え
る
こ
と
で
回
復
に

か
か
る
時
間
を
�0
年
短
縮
で

き
、
そ
の
結
果
二
酸
化
炭
素

の
排
出
量
が
減
っ
た
り
、
噴

火
前
と
同
じ
植
生
を
復
活
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
た
り
す
る

な
ど
、
そ
の
意
味
は
大
き
い
」

と
い
う
。

　

問
題
点
と
し
て
は
、
林
業

と
は
違
い
こ
の
よ
う
な
緑
化

事
業
に
は
補
助
金
が
出
な
い

こ
と
が
あ
る
。
現
在
は
災
害

復
興
の
予
算
が
つ
い
て
い
る

が
、
「
こ
の
ま
ま
で
は
、
植

え
た
木
を
守
る
費
用
を
得
ら

れ
な
い
」
と
い
う
。

　

守
屋
さ
ん
は
、
「
こ
の
よ

う
な
状
況
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
輪
を
広
げ
た
い
」
と
意
欲

を
語
っ
た
。

た
会
社
の
上
司
か
ら
声
を
か

け
ら
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
、
04
年
５
月
か
ら
復
興
事

業
の
作
業
員
と
し
て
島
で
働

き
、
避
難
指
示
解
除
後
も
三

宅
の
復
興
に
貢
献
し
た
い
と

思
い
、
島
に
残
っ
た
。

　

「
夢
は
森
林
セ
ラ
ピ
ー
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
」

と
話
す
成
田
さ
ん
は
、
結
婚

も
し
て
お
り
、
一
生
島
で
暮

ら
す
覚
悟
を
し
て
い
る
。
成

田
さ
ん
は
、
「
賃
金
が
安
い

な
ど
の
問
題
を
解
決
し
て
、

Ｉ
タ
ー
ン
組
を
増
や
す
こ
と

が
復
興
に
繋
が
る
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
た
。

増
え
た
。
今
で
は
、
「
旅
職

人
」
と
い
う
旅
行
会
社
が
仲

介
し
、
年
間
に
約
２
千
人
が

緑
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

訪
れ
て
い
る
ほ
か
、
イ
オ
ン

や
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
な
ど
の
企

業
も
協
力
し
、
こ
れ
ま
で
に

50
㌶
に
�0
万
本
の
木
を
植
え

て
き
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
訪

れ
た
人
が
植
え
て
い
る
の

は
、
サ
カ
キ
や
ツ
バ
キ
な
ど
、

噴
火
以
前
か
ら
島
に
あ
っ
た

木
の
苗
木
で
、
以
前
の
植
生

の
復
活
を
早
め
る
こ
と
が
目

的
だ
と
い
う
。

噴
火
前
の
植
生 

復
活
を
目
指
し
て

森
林
組
合
事
務
長 

守
屋
廣
次
さ
ん

年
間
２
千
人
以
上
が
来
島

緑
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

高
齢
化
が
進
む
三
宅
島
だ

が
、
新
た
に
島
を
訪
れ
る
Ｉ

タ
ー
ン
の
若
者
も
い
る
。
そ

の
一
人
が
、
雄
山
の
緑
化
作

業
な
ど
を
行
う
伊
豆
緑
産
の

成
田
信
治
さ
ん
（
29
）
だ
。

　

成
田
さ
ん
は
、
務
め
て
い

と
話
す
。

　

「

植

林

を
し
な
く

て
も
、
自

然
の
力
で

どうする？ 帰島５年目の問題点 

一丸となって

若
者
が
島
の
魅
力
に
惹
か
れ
て

Ｉ
タ
ー
ン
に
高
ま
る
期
待成田信治さん

緑
化
へ
の
思
い
を
熱

く
語
る
守
屋
さ
ん

雄山の中腹で行われている緑化作業
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　今年も向上高校の皆さん

と佐藤会長に島の家の掃除

をして頂き、ありがとうご

ざいます。

 雨の中の作業で大変だっ

たでしょうね。きれいに

なったという連絡を会長

から頂いて、嬉しくなりま

した。島へ行きたいと思い

ながらも機会がなく、いつ

か行けたらと島を懐かしく

思います。感謝の気持ちで

いっぱいです。ありがとう

ございました。

　　　　　　（北区　Ａ様）

吉野文雄様、佐藤就之様、

笹井美奈子様、小林方子様、

佐藤宗ノ子様、倉持房枝様、

小河原武弘様、室崎益輝様、

Ｍ様

（３月 �6 日～８月 �5 日）

ありがとうございました。

　

島
に
な
か
っ
た
た
め
に
、

腎
臓
に
障
害
が
あ
る
人
が
帰

島
で
き
な
い
こ
と
に
繋
が
っ

て
い
た
人
工
透
析
機
の
中
央

診
療
所
へ
の
設

置
の
請
願
が
、

６
月
�6
日
の
村

議
会
で
、
満
場

一
致
で
採
択
さ

れ
た
。

　

人
工
透
析
機

の
導
入
に
関
し

て
は
、
以
前
か

ら
島
民
の
強
い

要
望
が
あ
り
、
２
０
０
９
年

６
月
に
は
、
島
民
有
志
に
よ

り
１
２
３
８
筆
の
署
名
が
集

め
ら
れ
た
が
、
村
か
ら
は
１

年
以
上
回
答
が
な
か
っ
た
。

　

今
回
の
議
決
で
状
況
は
一

歩
前
進
し
た
が
、
実
際
に
導

入
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
不
透

明
だ
。
そ
れ
は
、
導
入
の

執
行
権
は
村
長
に
あ
る
か
ら

で
、
村
長
か
ら
は
ま
だ
今
後

ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い

く
か
の
具
体
的
な
意
思
表
示

は
な
い
。

　

そ
の
た
め
、
浅
沼
徳
廣
村

議
会
議
員
等
、
こ
れ
ま
で
運

動
を
し
て
き
た
人
た
ち
は
、

早
い
時
期
の
導
入
を
目
指

し
、
今
後
も
運
動
を
続
け
て

い
く
と
い
う
。

　三宅村政策推進室長の

佐久間忠さんからは、人

工透析機問題に関し、「す

ぐに対応はできない」と

いう答えが返ってきた。

　それは、他の病気でも

帰島できない人がいる中

で、透析機の導入だけを

するのは不公平になるこ

と。また、島民が通常の

医療を受けられるように、

不足している医師や看護

師を確保する方が優先と

考えているからだという。

　請願が可決されたこと

に関しては、「導入への道

筋を示すことは必要」と

話すが、具体的な検討は

していないそうだ。

請
願 

議
決
し
た
け
れ
ど
…

人
工
透
析
機
導
入 

村
長
の
決
断
望
む
声
が

請
願 

議
決
し
た
け
れ
ど
…

★お便り★

★ご寄付者名★

編集後記
　この新聞は、 ８月に島に

行った向上高校新聞委員の

協力を得てつくりました。

　私たちＤＴＰＡも三宅島にボ

ランティアに行かせて頂きま

した。 島は緑が増え、 海に

も魚が多く見られ、 確実に復

興に向かっているように思え

ました。 しかし、 人工透析機

の導入がまだであることや高

齢化の進行など、 問題が多

くあることを知りました。

　問題解決のために、 この三

宅島新報が少しでも力にな

ればと思います。

　　　　　　　　（ＤＴＰＡ一同）

が必要なため別居してい

る。奥さんが島を出たの

は２年前。現在は茨城県

の娘さんの家で暮らしな

がら、透析機のある病院

に通っている。

　池田さんは、「今までと

てももどかしい思いをし

てきた。機械さえあれば、

戻って来られる人はたく

さんいます。村は、他人

事と考えずに、しっかり

と向き合ってほしい」と

厳しい表情で話した。

　伊豆自治

会長の池田

金 好 さ ん

は、奥さん

が人工透析

た三宅村議会議員の浅沼

徳廣さん。請願が可決さ

れたものの「現村長や村

議の任期はあと１年半な

ので、それまでに導入し

なければ、話は振り出し

に戻る」と不安を話す。

　浅沼さんは、「居住の自

由は憲法でも保障されて

いる。機械がないために、

築いてきた財産を捨てて

島を出なければならない

人がいる現状を解決した

い」と語った。

 2000 年噴

火が起こる

以前から透

析機の導入

を訴えてき

　

６
月
の
村
議
会
で
人
工
透
析
機
の
導
入
の
請
願
が
可
決
さ

れ
た
。
し
か
し
村
長
は
、
こ
の
請
願
に
ど
の
よ
う
に
応
え
る

か
意
思
表
示
を
し
て
お
ら
ず
、
透
析
が
必
要
な
人
が
島
で
暮

ら
せ
る
か
ど
う
か
は
、
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
だ
。

人
工
透
析
機
の
な

い
三
宅
島
の
中
央

診
療
所
（
神
着
）

「すぐに対応できない」
政策推進室長　佐久間忠さん

「他人ごとと考えずに」
伊豆自治会長　池田金好さん

「１年半以内に必ず」
村議会議員　浅沼徳廣さん


